
昭和３年創業。店名のむじゃきは、
邪気の無い店を作りたいとの思い
から。今年で創業70年、「100 年企
業を目指したい」と語る一人氏は
創業者の甥。通年販売する白熊は
練乳が秘伝の味。

株式会社 天文館むじゃき
【 取材協力先 】

取締役 社長室長

鹿児島市千日町 5 街区 8 号
℡.099-222-6904

久保 一人さん

天文館むじゃき 検 索
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かごしまの郷土菓子
「かごしまの味」 ― 伝えたい、 広めたい、  郷土の“食” ―


